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なんでもやりぬく子 学 校 だ よ り第４号

いつだって心は一つ
長南小

梅 雨 明 け 間 近

梅雨明けの知らせが待ち遠しい季節となりました。子どもたちは、６月中旬から始まった水泳
学習を毎回楽しみにしており、どの学年も割り当ての時間になると足早にプールに向かっていき
ます。町民の皆さん、Ｂ＆Ｇ海洋センターの皆さんには、子どもたちの水泳学習の機会を優先に
考え、感染症対策を含め準備・管理等にあたってくださり大変感謝しております。小学校の水泳
学習は、水に親しむところから始め、浮く・泳ぐといった動作を習得し、泳法を学ぶことにつな
げることでスムーズに泳ぎを身につけることが期待できます。また、水の危険から身を守ること
を覚えられるため、水辺のレジャー・スポーツでのリスクマネジメントにも役立ちます。小学校
期にぴったりの季節限定の学習を大切したいと思います。
今月も安全安心な環境を整え、夏休みまでの日々を、子どもたちが学習や運

動に生き生きと力を発揮できるよう、職員一丸となり指導支援にあたっていき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

お 知 ら せ

（１）頑張りました 長生郡市陸上競技大会 （４）家庭学習の充実について

６月２日（水）長生郡市小学校陸上競技大 家庭学習の習慣化と大切さを見直し、全校
会が二宮小学校で行われ、選手たちは練習の で学力向上の一つとして取り組みます。
成果を精一杯発揮し、大舞台で全力を出すこ
とができました。選手全員、貴重な体験がで 家庭学習の意味や各学年に応じた時間、その
きたと思います。 子に合った内容など、お子さんの意識の改善と
保護者のみなさん、応援ありがとうござい 学力の向上につながるよう、保護者の方々のご

ました。大会入賞者は次のとおりです。 理解とご協力をいただきながら、成果をあげた
＜８位入賞者＞ いと思います。
○６年男子１００ｍ ６位 江澤 幹宜さん そこで、毎月設定している「家庭学習強化週
○６年女子１００ｍ ８位 今関 璃子さん 間」だけではなく、毎日の家庭学習に取り組ん
○女子走り高跳び ５位 志鎌 綾さん だ時間や内容などをもとに、特に頑張った児童
○男子走り高跳び ８位 古山 陽斗さん （各学級１割程度）に、校長賞として「家庭学
○男子４×１００ｍリレー ５位 習がんばり賞」を与えたいと考えています。一

江澤 幹宜さん 土橋 奏太さん 人一人の意欲を高め、励みとなれば幸いです。
山本 翔大さん 吉野 柚斗さん １年生は９月からとします。夏休み前までに

（２）第１回小中合同ＰＴＡ奉仕作業 家庭学習の取り組み方をいろいろ試してみてく
２６日（土）の奉仕作業には、たくさんの ださい。

保護者の方々に参加していただき、除草作業 各学年×１０分(例：３年生なら､３年×１０
を中心に行っていただきました。 分で３０分)を目安に、次の観点を参考に取り
夏休みまで１か月。落ち着いた環境の中で学 組んでみてください。
習に取り組むことができます。子どもたちの ＜観点＞
ためにありがとうございました。 ・ 家庭学習用のノートを決め、内容はもちろ
（３）町の花 べにばな ん、ページ数も参考とします。
長南町べにばな保存会の藤平様が、小学校 ・ 漢字や計算だけではなく、テストの間違い

にたくさんのべにばなを届けてくださいまし 直しや苦手な学習の予習・復習、全文書き取
た。きれいなべにばなは、子ども りなど、書くことを中心に取り組んでほしい
ちが毎日通る昇降口に飾ってあ と思います。
てあります。 ・ 読書だけに終わらず、読んで思ったことや
子どもたちにとって身近に感じ や感じたことを文章に表してみたり、辞書や

られる花であってほしいですね。 図鑑などから分かったことを説明文にして書
き出してみたりすることも良いでしょう。



（５）夏休みに入る前に
今年度から２学期制を導入しています。これまでに比べて一つの学期が長くな

ることで、長期的な視点で子どもたちを見つめ、学習の達成度などを的確に把握
しきめ細かな指導ができるようになりました。
この時期に、子どもたちが課題にじっくり向き合い、さらに、学期の途中に来

る夏休みの有効活用を図ることで、学習の連続・発展が見られるようになります。
長期休業前の指導や教育相談の充実を図り、実のある夏休みを過ごして９月に

つなげてほしいです。

☆こんな子どもに育てたい☆
○あいさつのできる子（人間関係の基本）
「おはようございます」（朝）
「こんにちは」（昼）
「さようなら」（帰り）
これらのあいさつがスムーズに口から出る子どもになってほしいと願います。
あいさつは大人になっても大切な人間関係の基本です。元気いっぱいのあい

さつをしっかり身につけてほしいです。
○「ありがとうございます」の言える子（感謝の心）

ほかの人から助けてもらったとき、自然に「ありがとうございます」と言えると良い人間関
係が続きます。助けてあげて、助けてもらってを繰り返し、集団の一員になっていきます。

○「ごめんなさい」の言える子（反省の心）
だれでも失敗はあるものです。ほかの人に迷惑をかけることもあります。そんな時に「ごめ

んなさい」の一言で人間関係をこわさずにすみます。もちろん、心から反省していないと相手
には伝わりません。

○「だいじょうぶ？」の言える子（思いやりの心）
作家レイモンド・チャンドラーの小説で探偵マーロウが言った有名な言葉に
「人は強くなければ生きていけない。優しくなければ生きていく資格がない」が
あります。思いやりの心は、どんな子にも持ってほしい大切な心です。

※長南町児童クラブ（渡邉 文良先生）の思いを参考にさせていただきました。
学校、家庭、地域で協力し合い、健全な長南の子どもを育てていきましょう。

６月の家庭学習がんばり賞

小幡 真聖さん 長澤 空さん 尾関 美玖さん 白井 隼磨さん

松﨑 遥希さん 江澤 希空さん 江澤 舞桜さん 浅野 陸 さん

土橋 玲音さん 石井 萌衣さん 松岡 寿々さん 今関 陽琉さん

長田 琉花さん 金山 侑捺さん 金澤 侑里さん 松岡 詩乃さん

石井 結衣さん 小柴 千歩さん
※６月の家庭学習の取組に努力が見られました

☆長南小のよいとこ 見～つけた☆

今年度も学校づくりの重点目標に「元気なあいさつ」を掲げ、全校で取り組んでいます。

「 あかるく いつでも さきに つづけて」を合い言葉に、４月から比べ

て元気なあいさつができるようになってきました。

子どもたちの中には、先生や地域の方の姿を見つけると、遠いところから
大きな声であいさつする子ども、また、すれ違う時に目を合わせ会釈をした
り、立ち止まって深々とあいさつする子どもも出てきました。
笑顔で元気なあいさつは、お互いに気持ちのよいものです。
心の通じ合うあいさつの輪を広げていきます。




